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◆登場人物◆                           
プロローグ：裕次郎さんのお葬式？！                                    

・石ヶ原裕次郎    久次米健市（くじめ内科医院・医師) 

・石ヶ原かね子    三善敬子（アットホーム・ケアマネジャー） 

・自治会長          江草康夫（江草クリニック・医師） 

・ケアマネジャー   菅野由紀子（スマイルライフ・ケアマネジャー） 

・訪問リハビリ      中居知恵（すみれ訪問看護ステーション・理学療法士） 

・葬儀社        小黒啓資(タルイ会館舞子・1級葬祭ディレクター) 

第１幕  ：死を考えることは、よい生を考えること                              

・プレゼンター１    清水政克（清水メディカルクリニック・医師） 

・プレゼンター２    楠本美香（舞子すみれ園・社会福祉士） 

※石ケ原裕次郎 （プロローグと同じ） 

※石ケ原かね子 （プロローグと同じ） 

※自治会長    （プロローグと同じ） 

※訪問リハビリ   （プロローグと同じ） 

・松本さん      魏 鶴英(西部しあわせ訪問看護ステーション・看護師) 

・救急隊１     松村拓哉(垂水消防署・救急 3係） 

・救急隊２        加藤泰一(垂水消防署・救急係長) 

・救急隊３     村上晴香(垂水消防署・救急 3係） 

・ER医師     曾根田純一 (神戸徳洲会病院・医師） 

・ER看護師    片山 綾（神戸掖済会病院・看護師） 

・キャスター      常深裕司（デイサービス彩樹の家・管理者） 

・専門家          勢力吉廣（せいりき薬局・薬剤師) 

・往診医師１    藤井芳夫（藤井内科クリニック・医師） 

第２幕  ：自宅での看取りの実際 ～Ａさん（田中さん）の場合～                   

※プレゼンター１（第 1幕と同じ） 

※プレゼンター２（第 1幕と同じ） 

・仮家さん（男）   仮家公夫(神戸学院大学・薬剤師） 

・仮家さん妻   須賀紀子（垂水名谷あんしんすこやかセンター・看護師） 

・仮家さん娘   古川真里（垂水区保健福祉部健康福祉課・保健師）    

・親戚１（男）   田口雅史（田口歯科医院・歯科医師） 

・親戚２（女）    中島久美子（名谷すみれ苑・ケアマネジャー） 
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・往診医師２   中村治正（なかむらクリニック・医師） 

・訪問看護    重久裕美子（西部しあわせ訪問看護ステーション・看護師） 

・歯科医師    春藤泰之（春藤歯科医院・歯科医師） 

・歯科衛生士   原田さとみ（兵庫県歯科衛生士会・歯科衛生士） 

・でん太くん    神尾雅之（かみお歯科医院・歯科医師） 

・福祉用具１    大和祐二（タカジョウメディカル・福祉用具相談員） 

・福祉用具２    川畑佳祐（神戸掖済会病院・ソーシャルワーカー) 

※石ケ原裕次郎 （プロローグと同じ） 

※石ケ原かね子  （プロローグと同じ） 

※自治会長    （プロローグと同じ） 

※訪問リハビリ   （プロローグと同じ） 

※ケアマネジャー  （プロローグと同じ） 

第３幕  ：地域ケア会議 独居高齢者を地域でどう支えるか？                    

※プレゼンター１  （第 1幕と同じ）   

※プレゼンター２  （第 1幕と同じ） 

・地域包括     友清正雄（本多聞あんしんすこやかセンター・主任ケアマネジャー） 

・行政職員     片上祐子（垂水区保健福祉部・医師） 

・社協職員     小林貴子（垂水区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーカー） 

・アパート経営者  宅美伸哉（サポートクラブゆう・ケアマネジャー） 

・ふれまち会長   林 肇英（桃山台ふれあいのまちづくり協議会・委員長） 

・民生委員      玉置悦子（スマイルライフ・ケアマネジャー） 

・パン屋       足立真之助（垂水区社会福祉協議会・生活支援コーディネーター） 

・地域住民     竹田尚弘（垂水区長） 

・警察        戎 智史（名谷病院・理学療法士） 

※訪問看護    （第 2幕と同じ） 

・薬剤師       遠藤陽子（垂水中央薬局・薬剤師） 

・地域連携     田中明子（中央市民病院地域連携課・看護師） 

・特養職員     林由美子（桃山台あんしんすこやかセンター・主任ケアマネジャー） 

※葬儀社      （プロローグと同じ） 

※自治会長    （プロローグと同じ） 

※裕次郎      （プロローグと同じ） 

第４幕  ：ＴＶ番組                                        

※キャスター   （第１幕と同じ） 

・アシスタント    平井里佳 （垂水区保健福祉部健康福祉課・保健師） 

※専門家     （第１幕と同じ） 

・病院医師     百道敏久（名谷すみれ苑・医師） 

・往診医師３   神尾雅之（かみお歯科医院・歯科医師） 

・精神科医    花田 進（花田神経内科クリニック・医師） 
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・訪問看護    山下ゆかり（すすむ会訪問看護ステーション・看護師） 

・宗教家      大野 浩（垂水区保健福祉部・部長） 

・家族       高井道子（神戸掖済会病院・ソーシャルワーカー） 

 

第５幕  ：裕次郎さんの家族会議                                    

※石ヶ原裕次郎      （プロローグと同じ） 

※石ヶ原かね子       （プロローグと同じ） 

・裕次郎さん娘      内田志緒利（みどり病院・看護師） 

・裕次郎さん娘婿     小寺孝治（垂水区保健福祉部健康福祉課・課長） 

・裕次郎さん孫娘     冨田英里奈（神戸市保健福祉局高齢福祉部介護保険課在宅支援係） 

エピローグ                                                   

※石ヶ原裕次郎     （プロローグと同じ） 

※石ヶ原かね子     （プロローグと同じ） 

その他                                                     

・ピアノ演奏        相原浩輝 （あいはら子どもクリニック・医師） 

・サックス演奏      ワタナベサダホ 

・黒子           厚東哲治 （めぐみ調剤薬局・薬剤師） 

・総合司会         清水弘喜 （フォレストケア・ケアマネジャー） 

 

◆制作スタッフ◆                       
・総合責任者      中村治正 （なかむらクリニック・医師） 

・劇監督         山本哲也 （フタツカ薬局・薬剤師） 

・脚本          木村和弘 （アットホーム・社会福祉士） 

＜舞台効果スタッフ＞ 

・音響          木村和弘 （アットホーム・社会福祉士） 

・スライド製作      山本哲也 （フタツカ薬局・薬剤師） 

・スポットライト       金田永子 （西部しあわせ訪問看護ステーション・看護師） 

＜舞台装置スタッフ＞ 

・大道具         清水弘喜 （フォレストケア・ケアマネジャー） 

・小道具         厚東哲治 （めぐみ調剤薬局・薬剤師） 

＜記録：ビデオ撮影＞ 

・カメラ撮影       小島正守 （垂水区医師会・医師） 

・カメラ撮影       斎藤優子 （フタツカ薬局・薬剤師） 
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＜幸せな最期を迎えるための 5か条＞ 

第１条 今を充実して生きましょう！ 

第２条 『安心シート』は書きましょう！ 

第３条 『医療の意思表示』を書いてみましょう！ 

第４条 なんでも話せるかかりつけの先生をもちましょう！ 

第５条 家族で話し合う時間をもちましょう！ 
 

 

 

 

 

 

ふるさと 
作詞：高野辰夫 作曲：岡野貞一 

 

うさぎおいしかの山 こぶな釣りしかの川 

夢は今もめぐりて 忘れがたきふるさと 
 

いかにいます父母 つつがなしや友がき 

雨に風につけても 思いいずるふるさと 
 

こころざしを果たして いつの日にか帰らん 

山はあおきふるさと 水は清きふるさと 
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終活とは？ 

人生の終焉を考えることを通じて自分をみつめ今をよりよく自分らしく生きる活動のこと。

（一般社団法人終活カウンセラー協会より） 

 

エンディングノートとは？ 

  人生の終末期に迎える死に備えて自身の希望を書き留めておくノートのこと。 

自身が死亡したときや、判断力・意思疎通能力の喪失を伴う病気にかかったときに希

望する内容を記す。書かれる事柄は特に決まっているわけではなく任意であるが、主に 

病気になったときの延命措置を望むか望まないか（医療に関すること）、自身に介護が必

要になった際に希望すること（介護に関すること）、財産・貴重品に関する情報、葬儀や

供養に対する希望、相続に対する考え方、プロフィール・自分史、家系図、家族に対す

るメーッセージなどがある。 

遺言と異なり法的効力を有する性格の文書ではない。存命中や死後の家族の負担を

減らすことを目的としている。自分だけで作るのではなく、家族や親しい友人などと相談し

ながら作ることをお勧めする。気持ちが変わったら何度でも書き直してよい。 

書籍や文具としてエンディングノートが販売されている。また自治体や NPO などが無料

配布してエンディングノートに関する講座を開いている例もある。 


